
★特別協賛★

プロテニスプレイヤー
鮎川真奈

MANA AYUKAWA

特別協賛

https://mass-cs.jp/

株式会社マス・コミュニケーションシステム
代表取締役社長 斉藤貴史様

元プロテニスプレイヤー/現経営者

■JTAランク：最高シングルス11位
■主な成績：
・全日本選手権シングルス3位
・全豪、全仏、全米ジュニア出場
■主な団体戦の実績
・日本リーグ優勝(2019,2020)
・(U16)ジュニアデビスカップ日本代表6位
・(U14)ワールドジュニア日本代表3位
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X
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男の団体戦に出場される皆様

元プロテニスプレイヤーの斉藤貴史です。

私自身、ジュニア時代はワールドジュニア日本代表（世界3位）や
ジュニアデビスカップ日本代表（世界6位）として世界と戦い、プロ
転向後の橋本総業ホールディングス時代にも日本テニスリーグなど
数々の団体戦を経験してきました。2021年の盛田正明杯では、橋本
総業チームのキャプテンとして優勝を掴み取った経験もあります。

そうした経験を通じて心から感じているのは、団体戦にはシング
ルスや通常のダブルスとは違う、特別な魅力があるということです。
団体戦は自分1人だけの戦いではありません。ベンチやコートの外か
ら仲間が声を張り上げ、チーム一丸となって勝利を目指すことこそ
が最大の醍醐味です。

ここで皆様に大事にしていただきたいのは、「チームのために勝
ちたい」という思いを、プレッシャーではなく「力」に変えていく
ことです。

「負けられない」「チームに迷惑をかけられない」と考えると、
どうしても体が硬くなり、本来のプレーが出せなくなってしまいま
す。

そうではなく、「後ろには最高の仲間がついている」「みんなが
背中を押してくれている」とポジティブに捉えてみてください。仲
間の存在は重圧ではなく、自分以上の力を引き出してくれる最強の
味方です。

自分のために戦う時以上のパワーが出せるのが団体戦の素晴らし
さです。プレッシャーすらも楽しむ気持ちで、チームの仲間ととも
に1ポイント1ポイントを噛み締めて戦い抜いてください。

皆様のご活躍と大会の成功を心より祈念しています。
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